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神奈川県立総合教育センター長期研修員研究報告3:85～88.2005   

 

  学習障害児等一人ひとりのニーズに応じた 

学習支援に関する研究 

－自己学習力を育むコミュニケーションスキル学習の試み－   

 

佐 野 幸 栄１ 

 本研究では、学習障害のある子どもたちが自ら学びを育んでいく過程でコミュニケーションスキルが果たす

役割を探り、子どもの特性に応じたコミュニケーションスキルを中心とした学習のあり方について検討した。

また、教育相談の臨床を通して特別支援教育コーディネーターの必要性を考察した。          

                                     

                   はじめに 

        

子どもたちは成長していく過程の中で社会生活に

必要なソーシャルスキルを獲得していく。そのスキ

ルを使って人間関係を作り自己表現をしながら生活

している。学習障害のある子どもたちの中にはソー

シャルスキルが身につきにくい子がおり、そのため

に集団の中では状況が理解できない、言語の理解・

表現力が未熟等のコミュニケーションの問題が生じ、

自分の思いや考えを周りの人に伝えることができず

に困っている状況がある。本研究では、学習障害な

どの特別な支援が必要な児童（以下、学習障害児等

と記す）が自らの学びを育んでいく過程でコミュニ

ケーションスキルが果たす役割を探り、子どもの特

性に応じたコミュニケーションスキルの学習のあり

方について検討していきたいと考えた。 

 

                 研究の内容 

 

１ 研究の仮説および研究方法 

 本研究を進めるにあたり「学習障害児等の自己学習

力を育むためにはコミュニケーションスキルを身につ

けていくことが有効である。」という仮説を立てた。

次に仮説を検証するために文献についての検討を行う

とともに、神奈川県立総合教育センターの教育相談面

接の一部として行われている「試みの学習」を取り入

れながら個に応じた学習支援を実践することとした。 

 

２ 文献研究 

（１）自己学習力を育むためには 

自己学習力を身につけるために必要なことを文献か

ら考察した。 

藤田和弘（1998）は子どもに合った学習スタイルの

重要性を指摘している。 

また、無藤隆（1998）は体験学習を通して、学ぶ力

や考える力をつけていくことの重要性を指摘した。す

なわち体験学習を通して、子どもの生活状況に即した

具体的な学びを実践することが必要であると考えられ

る。  

さらに、市川伸一（2004）は自己学習力とコミュニ

ケーション力との関連について、学ぶ力を自分自身が

身につけていくためにはコミュニケーション力が大切

な力となっていくと論じている。 

 

（２）一人ひとりのニーズに応じた教育の必要性 

  特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議

から平成 15年３月に出された「今後の特別支援教育の

在り方について（最終報告）」では「従来の特殊教育

の対象の障害だけでなく、ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自

閉症を含めて障害のある児童・生徒の自立や社会参加

に向けて、その一人ひとりの教育的ニーズを把握して、

その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善また

は克服するために、適切な教育や指導を通じて必要な

支援を行うものである」と記されている。また平成 14

年に実施された「通常の学級に在籍する特別な教育的

支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査」の

結果から、知的発達に遅れはないものの学習面や行動

面で著しい困難を示す児童・生徒の割合は 6.3 ％に達

することが明らかになった（文部科学省 2004）。これ

らはＬＤ、ＡＤ／ＨＤ、高機能自閉症等を含むものと

想定されるが、こうした障害のあるなしに関わらず、

子ども一人ひとりの困難を理解し、個々に応じた支援

が必要であることが示唆された。 

 

(３）コミュニケーションスキルの重要性 

自己学習力を育むためには、他者の意見も聞き、自

分の思いも伝えるといった学び合いという場面設定が

必要である。学習障害児等の困難性はコミュニケーシ
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ョンや学習の他、行動、社会性などにも見られる。ま

た個々のコミュニケーションのつまずきが対人関係な

どに大きく影響している。 

子どもの論理的思考を育むためにもコミュニケーシ

ョンスキル（技術・技能）の獲得が重要な学習の要素

になると考えられる。 

本研究では、時間的、空間的な文脈の中での場面や

相手の気持ちを理解する認知コミュニケーションスキ

ルを中心に「試みの学習」を進めていくこととした。 

 

３ 事例研究 

３人の事例を扱い、検討した（第３表）。以下では、

支援の具体的な場面を例示し、その方法と効果を考察

するために、一例のみ詳述する。 

 

（１）対象とした児童、Ａ児（以下本児と記述） 

 「生活を振り返りながらコミュニケーションスキル

を育てる」 

ア 本児の特徴  

（ア） 保護者面接（初回面接時）から得た情報 

・小学校中学年。 

・学習内容による好き嫌いがあり、作文は時間内に

完成できないときがある。また思い通りにならな

いと「もうやらない。」と言うことがある。 

・言葉で説明することが苦手なようである。 

（イ） 行動観察（初回面接時）から得た情報 

・大人との会話は活発であるが、話の内容は本児の

ペースで次から次へと話題が変わっていく傾向が

ある。 

・自分の気持ちを表現する時は、口調が強くなるこ

とがある。 

・勝負へのこだわりが強い傾向がある。 

（ウ） 見たて［（ア）、（イ）から］ 

自分の気持ちを言葉で表現することが苦手であり、

周囲とのコミュニケーション場面においてスムーズな

やりとりが成立しにくいことが推測される。またそれ

に基づく学習の苦手さも推測される。 

（エ）相談方針［（ウ）から］ 

・行動観察や客観的なアセスメントを通して本児の

特性を把握する。 

・特性に応じた試みの学習により、本児に必要なコ

ミュニケーションスキルを探り保護者へガイダン

スを行う。 

・学校との連携を図る。 

イ アセスメント 

・ＷＩＳＣ－Ⅲを実施した結果、認知の特性にばら

つきがあることが分かった。 

・「ＬＤの学習困難や関連する諸問題の発生メカニ

ズム」のモデル（上野ら 2001）を参考に、「聞く、

話す、読む、書く」の国語の４観点を分析した（第

１表）。 

第１表 国語の４観点によるアセスメント 

聞く ・長い話を聞くことは苦手だが、自分の興味の

ある話を聞くことはできる。 

話す ・話の話題が次々と広がっていく。会話の量が

多い。 

・発音は明瞭である。 

読む ・同じスピードで読むことができる。 

・感情を込めて読む。 

書く ・はね、止めに気をつけて書く。 

・漢字を取り入れて文を書こうとするが、漢字

を思い出すのに時間がかかる。 

・忘れている漢字は他者に尋ねることができ

る。 

・ 電話や来所相談を通して担任と連携を図った。 

  来所相談での本児の様子を伝えるとともに、学校

での様子を聞くことができた。本児の困り感を確

認し合った。 

ウ 試みの学習 

 上記のことから、支援の手だてを考え、試みの学習

を行った。 

（ア）ねらい 

 本児のアセスメントから試みの学習を進めるにあた

り３つのねらいを考えた。 

○ 自分の気持ちや、考えを伝える手だてを学習する。 

○ 学習に取り組む姿勢（態勢）を身につける。 

○ 場面にあった状況判断、発言ができる。 

（イ）計画 

 本児の支援にあたり、学習・生活全般から教材を選

び取り組んでいくことにした。 

第２表 Ａ児における教育相談の取組 

段階 相談回数 学習内容 

第一次 ① 初回面接  実態把握   

第二次 ② 話し合い  本を読む      

行動の振り返り 

第三次 ③④ ＷＩＳＣ－Ⅲ  状況の認知スキル 

行動の振り返り 

第四次 ⑤⑥⑦⑧⑨ 場面に応じた言葉づかい     

状況の認知スキル 

（ウ）経過 

 月１回の来所相談で実施した。上記の計画の段階に

沿って論じる（第２表）。 

 ②において、学校や家での様子を尋ねたところ次か

ら次へ言葉が出てきた。一通り話を聞いた後、その状

況を一つひとつ一緒に考えていくことにした。話を進

めていくと、一つの話題から話が広がる傾向にある。

そこで、順序立てて話の整理をすることにした。面接

の後半では、話の内容の整理を促すことをしても徐々

に感情が高ぶらなくなった。 
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⑤では②～④で行ったスキル学習のことも覚えてい

て、本児の話から学校でも相手の気持ちを読みとった

上で行動するようにしている時がある事がうかがえた。 

⑥以降では振り返りの際、言葉がスムーズに表出さ

れるようになった。「ＳＳＴ絵カード 状況の認知カ

ード」を使用し、絵に吹き出しをつけた。進んで取り

組んでいた。 

エ 変容と評価 

（ア）本児の変容 

 学校では、自分の考えをまとめて言葉にして表せな

い面があったが、言葉で少しずつ表現できるように変

化してきた。また、負けることがいやで消極的になっ

ていたところがあったが、ドッジボールやゲームに参

加できるようになりつつある。 

 家庭では本児のペースを尊重する場面を多く取り入

れたところ、本児から自分の行動を振り返る話が次第

に出てきた。 

 センターでは初回面接から比べると、語彙が増えて

きた。また自分の行動や言動の振り返りができるよう

になってきている。 

（イ） 試みの学習の評価 

試みの学習における個別対応を通して落ち着いてコ

ミュニケーションスキル獲得のための課題に取り組む

ことができた。そしてスキル学習によって相手の気持

ちを察すること及び自分の気持ちの伝え方に関するス

キルの一部分は獲得できつつある。これらは感情が抑

えられなかったことを順序立てて振り返り、他者と共

に考える方法が有効であったことを示すものである。 

 

（２）考察と今後の課題 

 Ｂ児、Ｃ児にも同様の関わりを行い、学校や家庭で

何らかの形で自分の思いが伝えられるようになってき

ていることが示唆された（第３表）。また苦手意識の

あった学習に対して担任や保護者の話や試みの学習の

取組の様子から、学習に向き合うようになってきたこ

とが見られてきた。このことからＡ児、Ｂ児、Ｃ児へ

の試みの学習・支援は学校や家庭に対して持続的な効

果があったと推測される。 

 まず、三事例に共通する学習支援について考察して

みたい。いずれも他児とうまくコミュニケーションが

とれないことが初回面接から推測された。そこでＡ児、

Ｂ児、Ｃ児のアセスメントをふまえて「気持ちや考え

を伝える」という試みの学習のねらいを持ち、支援を

計画した。とりわけアセスメントの方法として、上野

ら（2001）のモデルを参考にして「聞く、話す、読む、

書く」の国語的学習能力の４観点分析を試みたことは、

伝え方の支援を探るためにも妥当な方法であった。 

同時にＡ児、Ｂ児、Ｃ児のいずれにもＷＩＳＣ－Ⅲ

の検査を行ったことも、児童の認知特性を知る手がか

りとして有効であった。 

第３表 Ａ児・Ｂ児・Ｃ児に対する支援とその変容と

効果 
支援   Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

主訴  主訴  ・学習内容に好き嫌い 
・友だちの輪の中に入 
ろうとしない 

・言葉での説明が苦手 

・学習に自信がない 
・自分の気持ちを言葉に
出せない 

 

・努力が成果につながら
ない 

・聞き間違いから友だち
とトラブル 

WIS

C-Ⅲ  

・時間的流れの予想はよ
い 

・部分の違いの判別困難 

・情報量多いと認知混乱 
・処理速度ゆっくり 
・視覚的パターンをたど
るのは得意 

・注意記憶が弱い 
 
 

アセス

メント 

4 観

点  

分 析

から  

・話題が広がってしま 
 う 
・感情を込めた読みがで
きる 

・聞き返しが多い 
・文末の文字が小さくな
る 

・聞き返しが多い 
・書く速度が遅い 
・漢字等を思い出すのに
時間がかかる 

ね ら

い  

・気持ちや考えを伝える 
・学習姿勢を身につける 
・場面に応じた状況判
断・発言 

・気持ちや考えを伝える 
・学習姿勢を身につける 
・学習に自信をつける 
・感情表出と振り返り 
 

・気持ちや考えを伝える 
・場面に応じた状況判
断・発言 

・苦手な学習の取組の手
だての習得 

試み

の  
学習  

内容  ・SST 絵カード、状況の
認知カード 

・LD 児サポートプログ
ラムの教材 

・SST 絵カード、状況の
認知カード 

・「お話づくり」、「言葉集
め」、「言葉の連想ゲー
ム」、「新聞づくり」 

 

・SST 絵カード、状況の
認知カード 

・「マクスウェルのマナ
ー」 

・「イメージマップ」 
 

学校  ・集団の遊び（ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰ
ﾙ）に参加できるように
なった 

・言葉で自分の考えを少
しずつ言えるようにな
った 

・自信がもてることが増
えてきた 

・積極的に行事に参加 
・友だちとの会話が多く
なった 

 

・短気を起こさず落ち着
いて行動できるように
なった 

・積極的に行事に参加 
 

家庭  ・自分の行動についての
振り返る話が出てきた 

・今までできなかったこ
と、いやだったことが
できるようになり、
徐々に自信をつけてき
た 

・話し合いを多くするこ
とで安心できるように
なった 

変容

と  

効果  

セン

ター  

・語彙が増えた 
・自分の行動・言動の振
り返りができるように
なった 

・理解できないことを自
分から聞けるように
なった 

・大きな声で話せるよう
になった 

・自分の行動を他児と比
較し、客観的に理解で
きるようになった 

・自分の取るべき行動を
自分の言葉で表現でき
るようになった 

特にＢ児、Ｃ児にとってはアセスメントの分析から

「聞き返しが多い」という困り感が表れ、聴覚的情報

処理が弱いことが推測された。Ａ児には課題から話が

広がっていき、また課題の本質に戻ることが難しい様

子が見られた。いずれもコミュニケーションをとる上

で困難を抱いているということである。そこで困り感

を補い、各児の特性に応じ教材を選んだ。教材の扱い

においては、一度に多くの要素を取り入れず、繰り返

し行っていく中で新しい要素を取り入れることとした。 

 この試みの学習によってＡ児は語彙が増え、振り返

りができるようになった。Ｂ児は「お話づくり」を取

り入れることによって、さらに自信が持てるようにな

ってきた。Ｃ児は「イメージマップ」の使用によって、

いらいらせず安心して取り組めるようになった。この

ような取組から、一人ひとりの学習スタイルにあった

支援が有効であることが検証された。 

 試みの学習は一ヶ月に１回、一時間程度の内容であ

るがその一時間で行った内容を保護者に伝え、家庭や

学校でも実施してもらえたことがさらにＡ児、Ｂ児、

Ｃ児の自信につながり、集団の中で自分の思いが他児

に伝えられるようになってきたのではないかと推測さ

れる。また、困り感が減少した大きな要因としてＡ児、
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Ｂ児、Ｃ児たちの努力を忘れてはならない。Ａ児、Ｂ

児、Ｃ児一人ひとりにおいて課題は残されている。『伝

えるすべ、手だて』の学習支援についてもこれから考

えていかなければならない。試みの学習だけでは一方

通行である。家庭や、学校、センターで同じことを児

童に話し、実践の共有化を図り、支援することが児童

が安心して生活できる大切なことと実感している。ま

た児童を見守る環境も大切である。児童を取り巻く支

援帯が、児童の特性を共有化して連携していくことが、

児童が安心して毎日を過ごしていける一歩だと考える

（第１図）。 

 
     第１図 児童を取り巻く支援帯 

 

４ まとめ 

 一人ひとりのニーズにあった支援の展開において、

学習の遅れがちな児童や学習障害と言われている児童

等に対する配慮を考えながら、支援のあり方や教材の

研究を進めてきた。「試みの学習」での実践は、コミ

ュニケーションに問題がある児童に認知の特性に応じ

たスキル学習を中心に行った。 

 自分の気持ちを整理し、状況を認知し、伝えるスキ

ルの獲得をすることによって周りの状況を読みとるこ

とができるようになり、お互いの意志疎通へとつなが

っていく。そのことから学習意欲の向上も考えられ、

児童一人ひとりが自己学習力を高めることができるの

ではないかと推察された。 

改めて児童にあった学習スタイルを考えた支援のあ

り方やカリキュラムづくりの大切さを、相談面接や、

研修をとおして実感した。 

 通常級の中でも伝え方に困難を感じている子ども、

黒板の板書を写すのに時間がかかり困っている子ども、

漢字の習得に困難を示している子どもなど学習や行動

に困難を示している児童は多い。一人ひとりの実態を

まず把握することから始め、困り感を克服する手だて

を考える必要がある。教師は、「目立たないけれど支

援が必要な子どもが近くに」という意識を持つことが

大切なことである。 

 本研究はコミュニケーションスキルの獲得を中心と

して取り組んできたが、学習活動だけでなく、生活全

般においても一人ひとりのニーズに応じた支援の手だ

てを考えていかなければならない。 

 

 

おわりに 

 

 研修、研究から、児童のアセスメントから特性を理

解することから始め、支援のあり方を考えていく中で

児童を取り巻く学校、家庭、地域、相談機関等の連携

の大切さを痛感した。学校の中でも担任が一人でかか

えこまないで相談、話し合える場所が必要である。そ

して、その窓口がコーディネーターである。今後はコ

ーディネーターを中心とした支援体制の構築を考えて

いきたい。支援の仕方も認知の特性によって異なり、

子どもに固有の困り感を見落とさないようにしていか

なければならないことを強く感じた。これからも一人

ひとりのニーズに応じた支援を実践していきたい。 
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